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一
　
般
　
質
　
問

水本徹雄議員

市
長
　
若
者
の
地
元
定
着
や

他
都
市
か
ら
の
人
材
流
入
を

目
指
す
地
方
創
生
の
観
点
か
ら
も
、

地
域
で
の
高
等
教
育
機
関
の
存
在
は

大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ

る
。
学
校
法
人
な
ど
と
協
議
を
進
め

て
い
る
が
、
未
だ
そ
の
実
現
に
は
至

っ
て
い
な
い
。

　
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、
本
市
に

は
香
川
労
災
病
院
を
は
じ
め
、
民
間

の
医
療
機
関
が
数
多
く
、
島
し
ょ
部

に
も
市
直
営
の
診
療
所
を
設
置
し
て

お
り
、
一
定
程
度
の
充
足
を
見
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

人
口
集
中
の
現
状
か
ら
、
人
口
の
分
散
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と

が
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
で
明
ら
か
と
な
っ
た
。
他
市
町
と
連
携
し
、
協
働

を
視
野
に
入
れ
た
、
地
域
に
密
着
し
た
市
立
大
学
の
創
設
に
つ
い
て
、

市
の
考
え
は
。
ま
た
、
地
域
住
民
の
健
康
の
維
持
・
増
進
の
た
め
、
行

政
と
住
民
、
企
業
な
ど
が
連
携
し
て
取
り
組
む
、
総
合

的
な
医
療
活
動
を
行
う
市
民
病
院
の
新
設
に
つ
い
て
、

市
の
見
解
は
。

地域で支え合う市立大学・市民病院を

QＡ

竹田英司議員

健
康
福
祉
部
長
　
ゼ
ロ
歳
か

ら
２
歳
児
に
対
す
る
市
独
自

の
支
援
と
し
て
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
な
ど

子
育
て
応
援
育
児
用
品
の
無
償
貸
し

出
し
や
、子
育
て
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
、
今
年
度
か
ら
は
多
子
世
帯
対

象
の
出
産
祝
金
な
ど
、
各
種
事
業
に

よ
り
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
に
努
め
て
い
る
。
給
付
金
の
支

給
は
財
政
負
担
も
大
き
く
、
現
時
点

で
は
困
難
で
あ
る
が
、
引
き
続
き

様
々
な
施
策
に
取
り
組
み
、
子
育
て

す
る
な
ら
丸
亀
で
と
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
支
援
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

ゼ
ロ
歳
か
ら
２
歳
児
の
育
児
は
、
経
済
的
負
担
が
大
き
い
。
育
児
ノ

イ
ロ
ー
ゼ
な
ど
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
子
ど
も
と
過
ご
し
た
り
、買
い
物

や
美
容
院
に
行
く
な
ど
、
安
ら
ぎ
の
時
間
を
持
て
る
よ
う
な
支
援
も
必

要
で
あ
る
。
月
額
２
万
円
補
助
し
た
場
合
、
対
象
者
１
１

３
６
人
、
年
間
２
億
７
千
２
百
万
円
の
予
算
で
支
給
で
き

る
が
、
ど
う
か
。

QＡ

頑張る子育て世代を救え

逆
転
の
発
想
で
市
立
大
学
、

市
民
病
院
を
丸
亀
に

逆
転
の
発
想
で
市
立
大
学
、

市
民
病
院
を
丸
亀
に

子
育
て
世
帯
に

さ
ら
な
る
支
援
を
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一
　
般
　
質
　
問

横田隼人議員

市
長
　
来
年
度
の
予
算
編
成

で
は
、
経
常
的
な
も
の
を
含

め
既
存
の
事
業
を
見
直
し
、
再
編
を

図
る
。
こ
れ
ま
で
に
な
い
厳
し
い
歳

入
環
境
で
あ
る
た
め
、
既
存
の
市
単

独
事
業
は
、
前
年
度
当
初
予
算
と
比

べ
、
２
割
以
上
削
減
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
優
先
度
の
高
い
事
業
を
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
通
し
て
見
極
め
、
限
ら

れ
た
財
源
の
中
で
、
豊
か
で
暮
ら
し

や
す
い
ま
ち
の
実
現
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
地
域
経
済
が
大
き
く
落
ち
込
み
、
今
後
５
年
間
で
約
１

７
６
億
円
も
の
財
源
不
足
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
来
年
度
の
予
算
編
成

方
針
で
は
、
危
機
感
を
持
っ
て
取
り
組
み
、
市
単
独
事
業
を
今
年
度
比

２
割
以
上
削
減
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
昨
年
の
マ
イ
ナ
ス
５
％
シ

ー
リ
ン
グ
、
一
昨
年
の
ゼ
ロ
シ
ー
リ
ン
グ
は
、
達
成
で
き
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
。
今
回
の
市
単
独
事
業
２
割
以
上
削
減
に
つ

い
て
、
市
長
に
は
強
い
意
志
と
、
政
治
家
と
し
て
の
覚
悟

が
あ
る
の
か
。

コロナ禍の地域経済　市長に覚悟は

QＡ

大西　浩　議員

市
民
生
活
部
長
　
グ
リ
ー
ン

リ
カ
バ
リ
ー
の
推
進
に
は
、

一
人
一
人
が
生
活
様
式
を
見
直
し
、

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
量
を
削
減
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
本
市
で
も
、
新
庁

舎
で
は
地
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
や
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
積
極
的
に

低
炭
素
設
備
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
導
入
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
低

炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
、
引
き
続

き
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を

通
じ
て
広
く
周
知
・
啓
発
し
て
い
く

と
と
も
に
、
来
年
度
見
直
し
を
予
定

し
て
い
る
第
２
次
環
境
基
本
計
画
の

策
定
過
程
に
お
い
て
も
、
本
市
に
お

け
る
グ
リ
ー
ン
リ
カ
バ
リ
ー
の
考
え

や
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に
近
づ
け
る
取

り
組
み
な
ど
を
組
み
込
ん
だ
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
。

　

国
は
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
と
吸
収
量
の

差
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
方
針
を
示
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

生
活
様
式
が
変
わ
る
中
、
グ
リ
ー
ン
リ
カ
バ
リ
ー
へ
の

変
革
の
時
と
考
え
る
が
、
市
の
取
り
組
み
は
。

今求められる脱炭素社会への転換

QＡ

財
政
危
機

市
長
の
覚
悟
は

コ
ロ
ナ
禍

脱
炭
素
社
会
へ
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一
　
般
　
質
　
問

福部正人議員

産
業
文
化
部
長
　
現
在
、
日

本
遺
産
に
関
連
す
る
地
区
を

は
じ
め
、
島
の
要
所
に
は
ほ
ぼ
公
衆

ト
イ
レ
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
ト
イ

レ
の
設
置
場
所
の
周
知
や
洋
式
化
な

ど
へ
の
改
修
を
検
討
し
た
い
。
ま
た
、

案
内
所
ス
ペ
ー
ス
の
拡
充
に
つ
い
て

は
、
江
の
浦
港
待
合
所
で
観
光
案
内

さ
れ
て
い
る
方
々
か
ら
も
、
旧
広
島

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
活
用
な

ど
提
案
が
あ
る
。
老
朽
化
や
高
潮
被

害
な
ど
の
課
題
も
あ
り
、
施
設
の
維

持
管
理
や
利
用
方
法
に
つ
い
て
、
地

元
と
の
協
議
の
う
え
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　
昨
年
、
せ
と
う
ち
備
讃
諸
島
石
の
島
ス
ト
ー
リ
ー
が
日
本
遺
産
に
認

定
さ
れ
た
。
多
度
津
町
で
は
、
北
前
船
の
寄
港
地
と
し
て
、
当
時
の
様

子
や
北
前
船
の
魅
力
を
わ
か
り
や
す
く
展
示
し
て
い
た
。
日
本
遺
産
認

定
を
機
に
、
観
光
客
の
利
便
性
な
ど
も
考
慮
し
、
公
衆

ト
イ
レ
の
設
置
や
案
内
所
ス
ペ
ー
ス
の
拡
充
な
ど
、
島

し
ょ
部
の
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

広島の観光案内所がある船客待合所

QＡ

大前誠治議員

都
市
整
備
部
長
　
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
利

用
者
の
利
便
性
向
上
に
向
け
、
待
合

環
境
の
改
善
な
ど
快
適
な
利
用
環
境

の
整
備
や
、
情
報
発
信
の
強
化
の
ほ

か
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
な
ど
新

技
術
の
導
入
を
検
討
す
る
。
運
行
時

間
、
本
数
、
路
線
な
ど
は
、
自
家
用

車
で
の
移
動
を
前
提
と
し
な
い
高
齢

者
や
学
生
な
ど
を
対
象
に
、
市
町

間
で
の
連
携
を
含
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
強
化
を
目
指
し
、
見
直
し
を
行
い

た
い
。
ま
た
、
交
通
不
便
地
域
の
解

消
に
向
け
て
は
、
デ
マ
ン
ド
型
交
通

や
地
域
が
主
体
と
な
る
移
動
サ
ー
ビ

ス
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
交

通
手
段
の
研
究
を
進
め
て
い
く
。

　
高
齢
者
の
運
転
免
許
返
納
制
度
が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
が
、
地
方
で

は
そ
の
代
わ
り
と
な
る
支
援
が
十
分
で
は
な
い
。
本
市
で
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
利
用
者
の
利
便
性
向
上
や
交
通
不
便
地

域
の
解
消
に
向
け
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
る

の
か
。

QＡ

需要が高まる丸亀コミュニティバス

日
本
遺
産
認
定

島
し
ょ
部
の
環
境
整
備
を

日
本
遺
産
認
定

島
し
ょ
部
の
環
境
整
備
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

交
通
不
便
地
域
の
解
消
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

交
通
不
便
地
域
の
解
消
は
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一
　
般
　
質
　
問

国方功夫議員

副
市
長　

丸
亀
商
工
会
議
所

か
ら
の
要
請
文
書
で
あ
る
。

造
船
会
社
の
事
情
に
つ
い
て
、
私
は

知
り
得
る
立
場
に
は
な
く
、
コ
メ
ン

ト
は
控
え
た
い
。

　

前
回
に
引
き
続
き
、
副
市
長
の
中
国
・
大
連
出
張
に
つ
い
て
伺
う
。

先
日
、
相
手
方
事
業
者
に
確
認
す
る
と
、
同
社
か
ら
要
請
し
た
事
実
は

な
い
と
の
回
答
を
受
け
た
。
副
市
長
の
出
張
後
の
復
命
書
や
報
告
書

は
、
既
に
廃
棄
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
他
の
海
外
出
張

時
の
要
請
に
比
べ
て
、
直
前
で
あ
る
な
ど
疑
問
点
が
多

い
。
分
か
り
や
す
く
説
明
を
。

QＡ

三宅真弓議員

健
康
福
祉
部
長　

敬
老
記
念

品
の
選
定
は
、
非
接
触
型
で

渡
せ
る
も
の
を
優
先
し
、
そ
の
調
達

や
封
詰
め
な
ど
、
時
間
的
猶
予
を
踏

ま
え
、
担
当
課
で
行
っ
た
。
選
定
基

準
と
し
て
は
、
市
ゆ
か
り
の
品
で
あ

る
こ
と
、
誰
で
も
日
常
的
に
使
え
る

日
用
品
で
あ
る
こ
と
、
郵
送
な
ど
で

送
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
の
３
点
で

あ
る
。
意
見
に
つ
い
て
は
今
後
の
参

考
と
し
た
い
。

　

今
年
の
敬
老
記
念
品
に
は
、
市
民
か
ら
の
批
判
的
な
声
が
強
い
。
送
ら

れ
て
き
た
の
は
、
季
節
外
れ
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
う
ち
わ
と
、
若
者
が
コ

ン
サ
ー
ト
で
振
り
回
す
よ
う
な
タ
オ
ル
。
行
政
は
、
常
に
市
民
の
立
場
に

立
ち
、
費
用
対
効
果
を
考
え
、
施
策
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
今
回
の
対
象
者
１
万
２
３
４
７
名
、
事
業
費
総

額
１
２
５
６
万
３
５
６
７
円
に
つ
い
て
、
市
の
認
識
は
。

QＡ

副
市
長
の
海
外
出
張

説
明
を
明
確
に

「
送
る
」都
合
よ
り

「
贈
る
」気
持
ち
で

中国　大連市への出張は

贈る気持ちを大切に
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